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注意事項 

 
過去に起こった水上峡・諏訪峡での事故を受けて、警察・消防からの強い要請があり、今年も安全対策規定を

強化します。P.13以下の事項を守らない団体は、出場停止又は失格等を含む罰則を科す場合があ

ります。 

自己の安全は各自の責任において管理するものであって、実行委員会に委ねられているものではありません。大

会細則・参加申し込み用紙中の誓約書・その他同封の資料をよく理解してください。 

 

 

諏訪峡遊歩道について 

今現在（平成25年3月現在）、諏訪峡遊歩道は工事のため一部通行止めとなっております。工事の進行状況に

ついては 4月までには工事が完了する予定となっておりますが、落石等の危険性からヘルメットの未着用で

の諏訪峡遊歩道の一般の方の通行を禁止します。今年も合同スカウティングは行いませんが、チームごとに

スカウティングを行う場合は上記のようにヘルメットの着用を義務付けます。また、観戦など、スカウティング以外の

目的での通行は極力ご遠慮ください。 

 

メンバー構成 

時に死亡事故も起るような危険な川です。その事を出場者全員が理解しましょう。また代表者はメンバー全員

に必ず理解させてください。全員が誓約書をよく読み、理解した上で参加に同意してください。また参加の強

要を行ってはいけません。 

各団体の責任者は、新入生・ホワイトウォーターラフティングの初心者及び未経験者を選手として安易に出場さ

せないようお願いします。 

特に初出場の選手のいるチームは十分な練習を行い、公式練習にも出来る限り参加することをお勧めします。 

 メンバーの交代についてはチームの補欠登録がされている選手のみとします。 

 

保険 

この保険は利根川におけるラフティングとそれに付随する活動（キャンピングなど）に起因する損害の

み担保します。酒酔い状態において発生した損害はいかなる場合も担保されません。その他、保

険金が支払われない主な例は、大会細則に記載してあります。保険に加入する全ての者がよく理解し、保

険に加入していることを前提として自らの行動に対する責任意識を希薄させないことを強く望みます。 

本大会に出場する団体へは、選手・その他公式練習にて利根川降下を行なうすべての団体員の

保険加入を義務づけます。大会申し込みと同時に保険登録を済ませ、実行委員会から IDをもらってく

ださい。なお、保険登録外の人を降下させた団体は出場停止を含む罰則を科す場合があります。 

 

 

公式練習日以外の降下 

公式練習日以外の降下は実行委員会がその練習に関与できません。この時期の利根川は非常にリスクが高く、

重大な事故の発生が懸念されますし、キャンプの際にも地域の方に迷惑となる可能性があります。そこで「公式練

習日以外の練習について」をよく読み、消防・警察・に意見を仰いだ上で自己の責任においてのみ、注意し

て降下して下さい。また、安全に万全を期すことができ無いならば降下はしないで下さい。公式練習以外の事故で

も、本人だけで無くその団体の責任者は勿論、みなかみ町、消防・警察、コマーシャルラフトへも多大な影響を与

え、大会自体の存続が不可能になることも十分に考えられます。必ず降下届を消防・警察に提出してくださ
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い。公式練習外においても実行委員会の指示やコマーシャルラフト・消防・警察の指示には必ず従って下さい。 

 

 

飲酒について 

法律で禁止されている、未成年の飲酒、飲酒運転、二日酔い状態での運転はどのような理由があろうと絶対に

禁止です。また、いかなる場合においても飲酒を強要しないようお願いします。法律違反や酒酔い状態での行動

等で近隣地域に迷惑をかける様な事態が発生すると、本大会の存続にもかかわるので、各選手、関係者は節度の

ある行動を心がけて下さい。 

また、酒酔い状態において生じた損害はいかなる場合も担保されない事を十分理解してください。 

 

各団体の代表者は大会出場選手に申し込み規定である「飲酒に関する誓約書」記入を徹底させ、

責任をもって各団体を統率するようお願いいたします。 

 

 

降下判断 

各団体の代表者は酒酔い状態・体調不良及び降下の意志が無いメンバーを降下させないで下

さい。また降下の前には川の下見等の準備をして下さい。 

国土交通省のサイト http://i.river.go.jp 「川の防災情報」から利根川の水量のチェックができます。参考にしてく

ださい。携帯電話からも見ることができます。 

また、第 37 回日本リバーベンチャー選手権大会公式ＨＰhttp://www.riverventure.com/にある現在水位から

もチェックできますので、参考にしてください。 

 

CPR講習について 

今大会では選手に対する講習は行いません。ただし、各団体の責任者は事故時の対応について団体員に対し

十分な教育を行なって下さい。自信の無い団体は大会前に、消防庁主催の CPR講習の受講と交流練習会の参加

を推奨します。 

 

 

HPについて 

リバベンに関する最新情報は、大会公式HP上にて連絡します。 

他にも様々なコンテンツがあるので、定期的にのぞいてみてください。 

【大会公式HP】 http://www.riverventure.com 

 

 

2 メン･ダブルブレード部門について 

第 37回日本リバーベンチャー選手権大会では、誠に勝手ながらダブルブレード部門はつくらずにシングルブ

レード部門のみといたします。よってダブルブレードでご参加される方はオープン参加扱いといたします。 

 

4 メン･2 メンのダブルエントリーについて 

リバベンでは第 32回大会まで 4 メン競技と 2 メン競技のダブルエントリーが行なわれていましたが、第 33回大

会から競技が大幅に変更になり、4メン競技と 2メン競技のダブルエントリーが不可となりました。今年の第 37回大

会も競技のスケジュール等の運営上の理由により、ダブルエントリーは行ないませんのでご了承ください。 

 

 

../../../AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Low/Content.IE5/Local%20Settings/Temporary%20Internet%20Files/Content.IE5/TJ7B99GE/　http:/i.river.go.jp
http://www.riverventure.com/
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大会プログラム 
 

※ 時刻は予定です。 

 

 

【5月 31日（金） 】 

20:00～24:00  大会受付 ＠ノルンスキー場 

 

 

【6月 1日（土） 大会１日目】 

07:00  受付再開 ＠水紀行館 

07:30  代表者会議 ＠水紀行館 

08:30  スプリントタイムトライアル開始、スラローム競技（1本目）開始（同時進行） 

10：30  スラローム競技（2本目）開始 

12:30  競技終了 

13:00  開会式、H2H競技進出チーム発表、代表者会議 ＠水紀行館ステージ付近 

14:30  H2H競技開始 

16：00  競技終了予定 

18:30  ナイトステージ  ＠水紀行館 

20:30  ナイトステージ終了     

 

 

【6月 2日（日） 大会２日目】 

07:30  代表者会議 ＠水紀行館 

08:00  選手バス移動開始（水紀行館→水明荘） 

09:00  競技開始 

13:00  競技終了 

14：00   清掃大会 

15:30  閉会式 ＠水紀行館 
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§１ 大会までの流れ 

 ① 参加申込み 

今年は参加申し込みの締め切りは 1回のみとします。 

締め切り：5月 7日(火) 

また、4月 11日（木）の代表者会議のときにも受け付けます。 

その場合は申し込み書類一式と参加費を持参してください。 

 

② 代表者会議 

今年は 4月 11日（木）に立正大学にて 19:00から行う予定です。 

※競技内容、会場での注意点について詳しくご説明いたしますので、各団体の代表者はできるだけ参加してくだ

さい。 

※会議の後には親睦会があります。各大学同士の交流の場がもてればいいと思います。リバベンは実行委員会だ

けでなく大会参加者全員で作り上げるものです。活発な意見交換、交流をお待ちしています。 

 

③ 交流練習会 

セルフレスキューの基礎の確認やゲートを使ったスラローム練習を行うとともに、チーム同士の交流の場として、

今年も交流練習会を実施します。4月13日（土）～14日（日）に御嶽（多摩川）にて行いますので、奮ってご参

加ください。 

 

④ スタッフ説明会 

大会当日にお手伝いをして頂く「スタッフ」の方々を対象として、説明会を実施します。 

5月 22日（水）に立正大学にて 19:00から行う予定です。 

※当日の動きや役割について詳しくご説明いたしますので、スタッフの方はできるだけ参加してください。 

 

⑤ 公式練習 

今年の公式練習は、5月 11、12日、18、19日、25、26日を予定しています。 

例年通り、IDナンバー制、グループ航下を実施します。 

安全に配慮しながらぜひ腕を磨いてください。 

 

⑥ 本番 

大会開催日は 6月 1日(土)～2日(日)です。 

参加受付は 5月 31日（金）20：00～24：00、6月 1日（土）7：00～7:20に行います。 

詳しいスケジュールは当日発表します。 
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§２ 大会細則 

 

Ⅰ.  参加申込み規定 

 

１．参加資格 

 参加チームの構成者は、次の 5点を満たさなければなりません。 

①満 18歳以上であること。 

②自分自身の判断・行動に責任を持つこと。 

③クラス 3～4の激流を下る知識・技能を備えセルフレスキューができること。 

④消防庁主催の CPR講習受講済みもしくは、同等の知識があること。 

⑤主催者が指定する参加申し込みが済んでいること。 

 

※参加者が備えておいて欲しい最低限の知識・技能をホームページ内の「川に関する基礎知識」に記載し
てあります。メンバー全員が理解し、練習を積んだ上で大会に臨んでください。 

 

 

２．チーム編成について 

【4 メンの部】 選手 4名+2名までの補欠 

【2 メンの部】 選手 2名+1名までの補欠 

 

３． 「スタッフ」の募集について 

大会当日にオフィシャルのお手伝いをして頂ける方を「スタッフ」として募集します。 

スタッフについては前大会と同様にチーム編成とは別に公募することにし、その分、スタッフの人件費（弁当代と

お礼）を各チームに少しずつ負担してもらう体制をとります。各チームのスタッフ人件費負担は下記の通りです。 

【4 メンの部】 2000円/チーム 

【2 メンの部】 1000円/チーム 

 

ただし、金銭的負担が厳しいチームもいることを考慮し、人件費負担の代替手段として「スタッフを 1 人提供す

る」という選択肢（スタッフ人件費免除制度）を設けます。これは、「大会期間中オフィシャルの指揮下で動ける人

員」を１人オフィシャルに提供することで、そのチームの人件費負担を免除するというものです。免除制度の申し込

み受付は参加申し込みと同時とし、スタッフを提供しない場合の人件費は参加費と合わせて振り込んでいただきま

す。ただし、免除制度を利用したチームで、大会当日予定していた人員を提供できなくなった場合、当初の 2倍の

人件費を負担していただきますのでご注意ください。なお、スタッフの保険登録はオフィシャル側で手続きをしてお

きますのでご安心ください。免除制度の申し込みは、上記の期間に「スタッフ登録フォーム」を公式HPからダウ

ンロードし、必要事項を記入して下記アドレスに送ってください。 

riverven37@yahoo.co.jp 

【必要事項】 

・チーム名 

・所属団体 

・スタッフのプロフィール（氏名、ふりがな、性別、年齢、生年月日、住所、電話番号、メールアドレス、ラフティン

グ経験年数） 

 

スタッフについてはHPにて公募いたしますので、詳しくはそちらをご覧ください。 

mailto:riverven37@yahoo.co.jp
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４．艇名について 

5年前、リバベン参加チームの艇名が一般に公表できるものではないとして、雑誌にリザルトが掲載されないとい

う事態に至りました。 

このことは、ラフティングというスポーツおよびリバベンという大会の発展に大きくマイナスなことであり、今年度も

一般に公表できないような艇名をつけることを厳禁とします。具体的な規定はありませんが、参加申し込み

の際にオフィシャルが不適切と判断したものに関しては変更をお願いする場合があります。各団体のご協力をお願

いします。 

 

５．参加費 

※スタッフ提供ありの場合 

【4 メンの部】  1チーム 34000円(保険料を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(2名まで) 

【2 メンの部】  1チーム 17000円(保険料を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(1名まで)   

※スタッフ提供なしの場合 

【4 メンの部】  1チーム 36000円(保険料・スタッフ人件費を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(2名まで) 

【2 メンの部】  1チーム 18000円(保険料・スタッフ人件費を含む)＋補欠選手 1人につき 1000円(1名まで)  

※p6 『３．「スタッフ」の募集について』を参照 

 

※ 公式練習日および大会期間中は、保険登録していない者の降下は認められません。 

正規選手以外で川を下る者も同様に全員 ID登録し、保険に加入してください。 

 

 

６．参加申し込み 

A. 申し込み方法 

チーム毎に 3つの作業が必要です。 

① リバベン申し込み用銀行口座に、参加費と保険料を振り込む。 

(振り込む際にチーム代表者の名前で払い込みをして下さい。) 

② 払込金内訳表に銀行振り込み受領証のコピーを添付し、必要事項を記入する。 

誓約書に署名・捺印する。 

チーム紹介用紙(参加艇数分)に必要事項を記入する。 

③ 上記の払込金内訳表、誓約書、チーム紹介用紙の 3点を大会事務局まで送付して下さい。 

「チーム登録フォーム」、「スタッフ登録フォーム」、「IDおよび保険登録フォーム」を 

公式HPからダウンロードし、E-mailに添付して送信する。 

 

【注意事項】 

※参加費と保険料は一つの口座に振り込んでください。それぞれの振込み受領証をコピーし、貼り付けてくださ

い。 

※誓約書には必ず捺印してください。 

※E-mailの件名には、団体名、及びチーム名を入れてください。 

※上記のように、申し込みは書面とメールの両方を行なってください。 

 

 

《参加費・保険料振込先》 



 

8 Copyright (C) Japan River Venture Championship 37th Official Staff、2013.All right reserved 

 

 

 

銀行振込先 ：郵貯銀行 店番号 018 普通 

         口座番号 9124030  

         名義人 第 37回リバーベンチャー実行委員 

 

 

《書類送付先》 

書類送付先 ：〒187-0032 

         東京都小平市小川町 2－1315－24－203 

         第 37回日本リバーベンチャー選手権大会事務局 

公式HP ：www.riverventure.com 

（公式 HP の「申し込み」の欄から｢チーム登録フォーム｣・「ID および保険登録フォーム」をダウンロードしてくださ

い。） 

登録フォーム E-mail送信先 ： riverven37@yahoo.co.jp 

 

B. 締め切りについて 

昨年までと異なり、今年度は締め切りを一回のみ設けます。 

締め切りに遅れないようお気を付け下さい 

 

＜締め切り 5月 7日(火)必着＞ 

※締め切り以後の申し込みは一切受け付けません。 

＜申し込みの注意＞ 

※ 記入ミスや記入漏れがあると、エントリーや保険の加入が出来ません。名前・フリガナ・生年月日の

記入漏れにご注意ください。 

※ 期限を過ぎての申し込みは一切受け付けません。なお理由の如何を問わず参加取り消しによる参加費の返却

は一切行いません。 

※ 大会実行委員会が書類不備と認定した場合は、本大会の参加を拒否します。 

※ 関東地区は 4月 11日（木）の代表者会議においても参加を受け付けます。 

事前に「チーム登録フォーム」と「ID及び保険登録フォーム」をE-mailに添付して送っておいてください。会場に

はチーム紹介用紙・払込金内訳表・誓約書と参加費を持参して提出してください。 

 

 

D. 申し込み問合せ先 

問い合わせ・申し込みアドレス：riverven37@yahoo.co.jp 

保険・事務担当： 杉本 匠（電話番号：080-5158-8128） 

 

７．保険規定 

  

  傷害保険の内容   

-保険期間  2013年 5月 10日（金）16:00～6月 9日（日）16:00 

注）締め切以降の参加申込者の保険期間は、申込日から 6月 9日（日）までとする。 

-保険対象  利根川におけるラフティング及びそれに付随する活動に起因する損害 

-保険金額       死亡・後遺傷害保険金額  367万円 

 (最低補償金額)  入院保険金額           3、000円（1日あたり） 

             通院保険金額           1、500円（1日あたり） 

             賠償責任 1億円 

http://www.riverventure.com/
mailto:riverven37@yahoo.co.jp
mailto:riverven37@yahoo.co.jp
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              救援者費用 100万円 

注）締め切り以降以降の参加申込者も同額とする。 

 

「傷害保険」 

・選手・それ以外の者で公式練習、大会に参加する者は実行委員会の定める保険への加入を

義務づけます(スタッフを除く)。 

 

・保険は、株式会社損害保険ジャパンの「国内障害保険」に加入します。 

・この保険は利根川でのラフティングとそれに付随する活動(キャンプ等)に起因する損害のみ担保し、酒酔

い状態において発生した損害はいかなる場合も担保されません。 

・保険に加入した者は所属チームの補欠選手とすることができ、実行委員会への申請で大会当日に所属

チームの選手と入れ替わることができます。 

 

「賠償責任保険」（この保険金は実行委員会が支払います。） 

・公式練習及び大会期間中に大会主催者の責任により、第三者に対して怪我をさせた場合、財物に損傷を与

えた場合などの賠償額をカバーする保険です。賠償額は以下の通りです。 

・身体賠償 1名につき 500万円、1事故につき 2、000万円。 

・財物賠償 1事故につき 50万円。 

 

「期間」 

・保険の有効期間は 2013年 5月 10日（金）16:00～6月 9日（日）16:00です。 

 

「IDについて」 

・傷害保険に加入すると IDを発行します。公式練習中及び大会当日に水上峡、諏訪峡を降下する

には IDが必要です。 

・公式練習中に団体番号である上二桁をお伝えします。下二桁の番号は提出書類を書く際、任意で決める

ことが出来ます。（詳しくは「ID及び保険登録フォーム」を参照下さい。） 

・公式練習中及び大会当日は ID(4桁の番号)を各個人のヘルメットの前、PFDの一か所に記

してもらいます。(ガムテープに油性マジック等で書いて貼って下さい) 

・装備の使い回し等で他の人の IDで降下することは認めません。 

・選手、スタッフ以外の人で公式練習中に降下練習する人も必ず保険に加入し IDを取得して

下さい。 

 

「保険料振込み」 

 大会参加費と選手以外の補欠選手の人数分のエントリー料（1人あたり 1、000円）を併せて大会事務局口

座に振込み、受領証のコピーを振込金内訳表に添付のうえ、送付してください。なお今年は 5 月 7 日

(火)が締め切りとなっています。 

毎年、申込書の記入漏れが目立ちます。名前・フリガナ・生年月日の記入漏れにご注意ください。 

 

「その他規定」 

・所属団体で既に他の保険会社で同一内容の保険に加入している場合でも、上記保険は重複加入が可

能です。 

その他、保険金が支払われない主な例が、次頁の表の右端に記載してあります。 

保険に加入する全ての者がよく理解し、自らの責任で行動してください。 
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この保険に関する問い合わせ先： 

ホンゴウサービス株式会社 

〒132-0035 東京都江戸川区平井 7-12-8 オカモト平井ビル 

TEL：03-5655-3400 
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Ⅱ.  大会・練習規定 

 

１．装備規定 

 

第 37 回日本リバーベンチャー選手権大会は以下の装備規定で行います。出場選手は以下の個人装備を必

ず用意してください。装備検査の結果、実行委員会が不適当と判断した場合は、公式練習日を含む大会への

参加を拒否します。 

 

 団体装備 (１艇につき用意するもの) 

 

 ボート 激流用のインフレータブルボートで、4メンの部は定員4名以上に設計されたボート、2メンの部は定員2

名で設計されたボートを使用してください。カタラフト（双胴タイプ）は禁止です。ボートはメーカーを

問いません。ただし、ボートの改造は禁止とします。なお、ロープ等で左右のサイドチューブのロープ

を引っ張る行為は改造には含めないものとしますが、危険性を考慮の上、各自の責任で行ってくださ

い。 

 パドル 市販の T グリップのついたシングルパドルに限ります。また、４メンの部では全艇予備パドルを必ず１本

は艇に積んで下ってください。２メンの部では各艇の判断に任せます。 

 スローロープ 4 メンの部、2 メンの部、ともに１個以上装備してください。但し、腰に着用するタイプのレスキュー

ベルトを使用する場合、レスキューベルト２つで艇装着タイプ１つとみなします。ロープは長さ 10m 以上

あるものが望ましいです。 

 ファーストエイドキット 1 艇につき 1 セット用意してください。防水可能なドライバッグやペリカンバッグの中にマウストゥーマ

ウス用のワンウェイ送気バルブ・外科用手袋・三角巾・エマージェンシーシートは必ず入れてく

ださい。その他、各自用具を整えてください。 

 

 個人装備（選手一人につき用意するもの） 

 

PFD 

（ライフジャケット） 

充分な浮力を持ち、長時間浮力を維持できるウォータースポーツに適したものに限ります。レジャー用の

ライフジャケットの使用は禁止とします。 

衣類 ウォータースポーツ用のウェットスーツ、ドライスーツ等を使用してください。また低体温症を防ぐ為、上半

身は肩まで覆い、下半身は足首までを覆うことが望ましいです。ロングジョン使用の場合ドライトップ等の

着用が望ましいです。 

シューズ 沈脱時等のケガを防ぐため、足の指、かかとを覆うものに限ります。 

例：パドリングシューズ、渓流足袋、リバーシューズ+ウェットソックスなど。 

ヘルメット 水抜きができるウォータースポーツ用に限ります。耳を保護できるものが望ましいです。 

フリップライン 転覆したボートを起こす時など、様々な場面で役に立つので、選手及びサポーターは一人一つ所持

してください。 

笛 一人一つ所持してください。大きな音が出るもの。水に濡れると音が出にくくなるものは不可。笛は脱

艇者が自分の居場所を知らせるときや、リバーサインを送るときに使用します。 

リバーナイフ 市販のリバーナイフを一人一つ所持してください。よく切れるもので、水中でも素早く取り出せるよう折

畳み式のものは禁止します。この時、PFD への固定にガムテープ等を使うことは認めますが、さやと本

体の固定にガムテープ等を使うことは禁止します。また、両刃であること、先の尖っていない物を推奨し

ます。 
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このナイフはフリップした時、ロープに体が拘束された場合や、ボートの中から脱出できない場合やラッ

プした場合などに使用するもので、その他の目的に使用されるものではありません。  

 

 

【重要】 

 

なお、これらの装備の有無の確認を大会期間中、3回設けることとします。 

この確認の際に上記の装備がそろっていない場合、失格あるいはペナルティの対象となりますので、代表者を

はじめ選手全員でご確認お願いいたします。 

 

確認のタイミングは、 

① 31日夜の検艇時＠ノルン駐車場 or 1日検艇再開時＠水紀行館 

② スプリントスタート前＠水明荘下 

③ 2日ダウンリバースタート前＠水明荘下 

とします。 

 

①、②のタイミングで装備に欠品がある場合、装備規定に反するものとし、失格となります。ただし、すぐに用意

でき競技までに揃えることが出来る場合などは、オフィシャルにその旨をお伝えください。 

また、1日の競技中に紛失するなどして③のタイミングでなかった場合は、失格にはいたしませんが、装備１個に

つき、10秒のペナルティが付きますので、予備の装備として多めに準備して置くことを推奨いたします。 

ゼッケンの紛失については失格とはいたしませんが、紛失した場合回収時に新規購入費用として 1000 円を徴

収します。 
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２．競技規定 

 

【2 メンの部】 

6月 1日（土） 

･初日競技は 4 メンと同じ内容で行います。 

6月 2日（日） 

･競技内容は 4 メンの部と同じですが、2 メンの部には上級、中級分けがないので、全艇が水明荘下～紅葉橋のコ

ースを降下することになります。 

 

 競技規定詳細 

 

① スタート 

【4 メンの部】  

6月 1日（土） 

・スプリントタイムトライアル競技、スラローム競技、H2H競技の 3種目の競技を行います。 

<競技区間>  ※水量により変更の場合あり 

 ・スプリントタイムトライアル競技、スラローム競技について 

~3.6(湯原水位) 

スプリントタイムトライアル： 紅葉橋～水紀行館前（親水公園前） 

スラローム： 水紀行館前（親水公園前）～笹笛橋下流 

3.6~3.8(湯原水位) 

スラローム： 紅葉橋～水紀行館前（親水公園前） 

スプリントタイムトライアル： 水紀行館前（親水公園前）～笹笛橋下流 

3.8~4.0(湯原水位) 

スプリントタイムトライアル： 紅葉橋～水紀行館前（親水公園前） 

スラローム： 同上 

・H2H競技について 

~4.0(湯原水位) 

H2H： 紅葉橋～水紀行館前（親水公園前） 

・スプリント競技、スラローム競技、H2H競技の競技毎にポイントを設け、ポイントの合計を競います。    

・スプリント競技のみの成績をもって4メンは上位8チーム、2メンは上位4チームがH2H競技に進出する。 

・4 メンの部においては、1 日目の成績により 2日目のダウンリバー競技のクラスを上級・中級の区分を定め

分けることとします。全チーム中、上位 40％程度のチームを上級とし、それ以下のチームを中級とします。 

6月 2日（日） 

・上級、中級：ダウンリバー競技を行います。 

<競技区間>  ※水量により変更の場合あり 

上級： 水明荘下～銚子橋 

中級： 水明荘下～紅葉橋 

・中級、2 メンの部、上級の順で、中間発表順位の上位から降下。 

・スプリント、スラローム、H2H競技、ダウンリバーの競技ポイントの合計により、総合順位を決定します。 
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1日目：スラローム競技、スプリントタイムトライアル競技共に 4 メンの部、2 メンの部ともにゼ 

ッケン番号順に降下。 

     H2H競技トーナメントのみ組み合わせ順で降下 

2日目：1日目の各部門の順位の上位より降下。 

･フライングは 10秒のペナルティ。 

・競技開始 10秒前からパドルが水面に触れたらフライングとします。 

･またダウンリバースタート時にボート内の装備が不足していた場合 1つにつき 10秒のペナルティ。 

 

② スラローム競技規定 

･スタート～ゴールまでの降下タイムに各種タイムペナルティを加算したタイムを競います。 

・本大会ではスラロームは2本1採用とし、2回の試技の内より優れた降下タイムを最終結果として採用します。

※水量によって変更する可能性があります。 

･クルー、ボート、パドル等がゲートに接触（体、ボート、装備）した場合、何人で何回触れても 1ゲートに

つき同一のペナルティとします。 

･各ゲート 1人でも不通過の場合、そのゲートは不通過になります。 

･誤った方向からのゲート通過（アップゲートを上流から、ダウンゲートを下流から通過した場合）は不通過とし

ます。 

･誤った順番でのゲート通過もしくは接触（次のゲートに先に通過、接触した場合）はその前のゲートは不通

過になります） 

･クルーが脱沈した状態、フリップした状態ではゲートを通過しても、不通過とします。 

･故意にポールを手やパドル等で跳ね上げクルーを通過させたと計測審判が認めた場合は、不通過としま

す。 

･アップゲートを通過後に、同一のゲートを上流側から再び通過した場合は、不通過とします。 

･ゲート通過は、クルーの頭部の通過で判断します。 

･ゲートが不通過の場合のペナルティはダウンゲート、アップゲート一律で 50秒とします。 

･ゲートを故意に動かした場合、たとえ通過したとしてもそのゲートは不通過となります。 

･ダウンゲート、アップゲート共に通過したが接触した場合、5秒のペナルティとします。 

・あるゲートをくぐった後に、すでに無接触で通過した前の順番のゲートに接触しても、接触とはみなしませ

ん。 

・風で揺れたゲートに接触したとしても接触とみなします。 

･ゲート通過中に後続のチームが追いついた場合、コースの優先権は後ろから追い付いたチームにあるので、

審判員がコースを譲る様に指示する場合があります。その場合は審判員の指示に従って下さい。 

 

 

③ スプリント競技規定 

･短距離区間での降下タイムを競います。 

･スプリント競技のみの成績をもって 4 メンは上位 8チーム、2 メンは上位 4チームがH2H競技に進出する。 

 

 

④ H2H競技規定 

・H2Hは全試合で２艇同時出艇となります。 

･スプリントタイムトライアル 9位以下〔2メンは 5位以下〕のチームはスプリントタイムトライアルの順位からH2H

の順位を決定します。 

･4メンではH2H第1回戦の敗退チーム〔5～8位〕はH2Hの降下タイム順に並べ、順位を付ける。 
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  【H2Hスタート方式】 

左岸、右岸にスタッフが船のスタン（お尻）を持っているので、スタートの合図と同時にゴールを目指しま

す。 

 

 

⑤ ダウンリバー規定 

･スタート～ゴールまでの降下タイムを競います。 

･スタートはどのカテゴリーもすべて水明荘下からスタートします。 

 

⑥ ゴール規定 

･ゴールラインをボートの一部が超えたときをゴールとして計測します。 

･ラフト上に競技者が乗っていない状態でゴールラインを超えた場合、1人につき50秒のペナルティが加算さ

れる。また、ラフトがフリップした状態でゴールラインを超えた場合は 100秒のペナルティが加算される。 

 

 

⑦ 総合順位の算出方法 

･今大会は 4種目の競技を行うので、順位の算出方法を 4種目のポイントの合計で競うポイント制で行います。 

･種目ごとにポイントを設定し、各種目１位に満点、２位から順位が下がるにつれて獲得出来るポイントも少なく

なっていきます。競技毎の設定ポイントは以下の通りです。 

スプリント:200ｐｔ  H2H:100ｐｔ  スラローム:300ｐｔ  ダウンリバー:400ｐｔ 

･獲得ポイントは以下の通りです。(パーセンテージは 1位の獲得ポイントに対して各順位が獲得するポイントの

割合) 

1位 100％、2位 88％、3位 79％、4位 72％、5位 69％、6位 66％、７位 63％、8位 60％、9位 57％、11

位 54％、12位 51％、13位 48％、14位 45％、15位 42％、16位 39％ 

17位 36％、18位 33％、19位 31％、20位 29％･･･以下 2％ずつ減ってゆきます。 

この方式ですが、計算の都合上、下位のチームがマイナスの表記になっていますが、順位を決める上ではマ

イナスの値も取りうるものとしそれに従って順位を決定します。 

 

 

⑧ 妨害 

・競技中、後から来るチームに配慮しながら競技を行わなければなりません。故意の妨害行為である

と実行委員会が認定した場合には、失格などの罰則を科す場合もありますので、十分注意して競技を行って

ください。 

 

 

⑨ 失格 

･本大会開催中に大会実行委員の指示に従わない等の行為があった場合、所属チームもしくは所属団体の

チームを失格とする措置をとる場合があります。 

･数年前までのオフィシャルルールでは、『降下中に艇から脱沈したメンバーをチームでセルフレスキュー出

来なかった場合には失格とする』との規定がありましたが、選手が投げられたレスキューロープを受け取らな

い等の問題が発生したため、この規定を昨年同様削除します。よって、レスキューされたメンバーをもう一度

船に乗せれば再びレースに戻る事が可能です。(審判員の判断により、続行が不可能な状態であると判断さ

れた場合を除きます。) 

※ レスキューされても失格にはならないので、艇から脱沈してレスキューロープを投げられた 
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場合はレスキュアーの判断に従い、レスキューを受けるようにして下さい。 

 

⑩ コマーシャルラフトとのバッティングについて 

(a).コマーシャルラフトの優先を原則とします。 

(b).スラローム・スプリントタイムトライアル・H2H競技のついてはコマーシャル艇がコース上にいる状態では

スタートしません。 

(c).ダウンリバーについては、コマーシャルラフトが水明荘からモンキーコーナー入口にいる状態 

でスタートはしません。 

 

⑪ ボート変更届について 

 ・申し込みの際に提出したボートと異なるボートを使用する場合は、当日の大会参加受付時に、同封してお

送りしている「ボート変更届け」に必要事項を記入し提出してください。 

 ・大会中にボートを変更する必要が生じた場合は速やかに本部に申し出て下さい。 

 ※大会公式HPからもダウンロードできます。 

 

⑫ 備考 

    ＊1 ＜大会初日の降下順序について＞ 

本大会では土曜日の 1日目の降下順を、実行委員会の方で決定します。1日目はスラローム競技があるため、

降下順が遅いほうが有利という考え方がありますが、抽選によって降下順を決定します。申込み期限はくれ

ぐれも厳守するようにしてください。 

    ＊2  ＜異議申し立てについて＞ 

･抗議は大会主催者である本大会実行委員会に対して行うものとし、いかなる場合においてもゲート審判員

などに直接抗議してはならない。 

・異議申し立ては順位発表から 30分以内とします 

・順位発表のタイミングについては、スプリント競技はH2H出場チーム発表時、スラローム・H2H競技はナイ

トステージ終了時、ダウンリバー競技は閉会式終了時とします。 

･競技判定に対する異議申し立てには本部にある異議申し立て用紙に必要事項を記入し、大会実行委員

会に供託金として 5、000円とともに参考となる映像などを預けて下さい。 

･これは抗議が認められた場合にのみ返金されます。 

･競技規定について不明確なことがあれば、事前に競技委員に申し出てください。 

・競技担当者 藤田悠介 TEL:090-2635-4083 
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３．公式練習 

 

公式練習日  5月 11、12日、18、19日、25、26日 

 

上記日程を公式練習日とします。みなかみ町及び商業ラフトとの混乱を避ける為、また参加者の

事故防止の為、公式練習開催中は利根川全流を実行委員会の管轄とし登録選手の降下行動は実

行委員会が管理します。各参加団体は実行委員会の指示の下、秩序ある練習を心がけてくださ

い。今年度は IDナンバー制・グループ降下制・諏訪峡日割り制度を導入します。 

 

人命に関わるような大事故はリバベンの開催に直接影響します。大会参加者にはご迷惑をお掛

けしますが、ご理解と、ご協力を宜しくお願いします。 

 

公式練習日の練習時間は午前 9時から午後 4時まで（出艇時刻）とします。指定時間外の練習は原則と

して禁止します。 

 

 

① IDナンバー制 

＜意義＞ 

個人単位での人員確認を行うことで行方不明者の発生を防ぎ、早期発見を目的とします。本大会においては、あ

らかじめ各個人に与えられる一つの IDナンバーを、公式練習を含む大会期間を通して使用します。 

＜IDナンバーの取得方法＞ 

保険加入の確認と引き替えに、大会会場において団体ごとに IDナンバー用紙を配布します。従ってＩＤを割り振ら

れていない者の降下は認められません。登録選手以外で公式練習開催中に降下練習を予定している者も保険に

加入してください。 

＜IDの表記＞ 

 各チームの降下メンバーは、必ず自分のヘルメットの前後とライフジャケットの一か所に実行委員会の定めた ID

ナンバーを記してください。（ID ナンバーを書き込んだ粘着テープを貼り付けるとよいです。）装備の使い回しなど

で個人 IDナンバーと装備のナンバーが異なってはいけません。 

なお、公式練習日に提出する「降下届」にも必ず、IDナンバーを記入してください。 

 

②諏訪峡日割り制度について 

公式練習期間中の諏訪峡の降下は実行委員会が指定した日程で行ないます。事前に日程を知りたい方は競

技担当者まで連絡をしてください。 

競技担当者 藤田悠介 TEL:090-2635-4083 

 

③朝の代表者会議と降下届け 

公式練習期間中での代表者会議は、基本的に朝 8時ノルン水上スキー場のコテージ前にて、毎日開催

されます。各参加団体の代表者は必ず参加してください。そこで、その１日の予定の連絡と当日降下予定のチー

ムにつき 3枚の降下届の提出を義務付けます。 

降下届けの書式は、後日ホームページにて公表します。 

提出先は以下の通りです。オフィシャルが全てまとめて提出いたします。 

   ・水上交番  

   ・広域北消防署 

TEL:090-2635-4083
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④グループ降下制(ダウンリバー練習に関して) 

＜意義＞  

グループ降下制とは、３艇以上でグループを組み、降下する途中でエディーに入り、安全確認をしながら降下す

る練習方法です。ダッキーは２艇でラフト１艇とみなします。ただし、３艇のうち２艇はラフトでなければなりません。 

互いに安全を確認しあい、何かあったときに素早く対処できるようこの方式をとります。救助が困難な場合であっ

ても、最寄りのスタッフや実行委員、上流から降下してくる艇にホイッスルで事故を伝えるなど、事故の早期発見、

早期対応にご協力お願いします。 

但し、レスキューを行う者が二次災害に巻き込まれる危険もありますので、十分に注意が必要です。セルフレス

キューによる危険回避が第一となります。グループ降下中の実行委員の指示には必ず従ってください。 

＜グループの組み方＞ 

 降下準備が出来たチームはその場にいる実行委員に申し出て下さい。グループ降下が可能な数が集まり次第、

代表者を招集し、降下順・エディーに入る場所・相手チームメンバーの把握等、事前に打ち合わせをしてからスタ

ートとなります。基本的に、実力に自身のあるチームがそうではないチームをはさむというような安全性を重視した

降下順を設定します。 

 

⑤車の使用について 

使用するすべての車のナンバーおよび車種を降下届けに記入してください。 

 

⑥公式練習および大会の中止要件について 

公式練習及び大会は、水位、天候、その他の要件によって中止とします。 

中止の恐れがある場合は公式練習及び大会日程の前日 18 時に代表者メーリスにて暫定的な判断を連絡しま

す。しかし、中止・決行について最終決定は当日の朝7時の代表者メーリスにて連絡しますので、水量次第で変更

となる恐れがありますのでご注意ください。 

公式練習及び大会中止時に、大会登録選手（保険登録選手）は当該区域を一切航行してはいけません。 

以下中止要件 

(a).当日の天候について 

(1).天候については適宜判断し、危険だとオフィシャルが認定した場合、練習及び大会を中止します。 

   (2).雷および豪雨の場合、練習及び大会を中止します。 

   (3).濃霧によって十分な視界を確保できない場合、練習及び大会を中止します。 

(b).当日の水位について 

(1).水位計測は、7:30、9:30、12:30、14:30 とします。 

   (2).湯原水位 4.0以上で利根川全てを閉鎖します。なお、藤原ダムは例外です。 

   (3).湯原水位 3.8以上で諏訪峡を閉鎖します。なお水上峡での練習及び大会は可能です。 

  (4).湯原水位 3.6以上で AKIKO区間での練習を中止します 

(c).その他、極めて危険だとオフィシャルが判断したときは練習及び大会を中止します。 

 

４．公式練習日以外の練習について 

 

大会出場チームが水上峡・諏訪峡において練習をする場合、公式練習日であれば細則･実行委員会の指示

に従い練習をしてもらいますが、公式練習日以外の降下は実行委員がその練習に関与できません。そのた

め、公式練習日以外の練習は各自の判断にゆだねられます。この時期の利根川は非常にリスクが高く、重

大な事故の発生が懸念され、キャンプの際にも地域の方に迷惑になる可能性があります。そこで下記の点
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を守り、自己の責任において十分に注意して降下してください。 

 

 

①降下届について 

ホームページにアップしてある降下届を2部コピーして、降下前に警察署・消防署にそれぞれ提出し、当日降下

可能かどうか必ず指示を仰いでください。いずれかの機関から降下中止の判断がでたら必ず従ってください。 

また、指示に従って下る場合でも、大会規定を満たすしっかりとした装備と体調管理、入念な下見、レスキュアー

の配置、団体での降下などを行い、各自が少しでも危険と判断したときは中止してください。 

 

 

②事故発生の際の対応とその注意点 

事故は未然に防がなくてはなりませんが、もし事故を起こしてしまい、救助が必要な緊急時には、消防・

警察に連絡、救助を要請してください。 

なお、公式練習期間外の練習で発生した事故に関して実行委員会は一切の責任を負いませ

ん。リバベン参加者が事故を起こした場合、今後のリバベンの開催が危ぶまれること、今大会が中止にな

る可能性が出てくることをご理解下さい。 

また、くれぐれも自分達の起こした事故については各自が処理するものであることを忘れな

いでください。 

 

Ⅰ. 広域北消防署      ℡0278-72-4349 

Ⅱ. 水上交番        ℡0278-72-2049 

※緊急を要する場合、原則的に消防署へは 119番、交番へは 110番でお願いします。質問、問い

合わせについては上記の電話番号でお願いします。 

Ⅲ. 大会実行委員（緊急連絡）℡080-3558-2980  元吉晃太郎 

  ℡090-4621-0441  辻田丈嗣 

 

③事故発生後の対応 

事故発生後の詳しい対応などは上記の方々の指示に従ってください。 

また、今後の事故予防のために事故報告書を実行委員会に必ず提出してください。 
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Ⅲ.  会場・運営規定 

 

１．大会本部 

公式練習中、大会当日には水紀行館に本部を設置します。期間中の事故等の対応は本部にて行います。なお、

公式練習の代表者会議、5月 31日(金)の検艇はノルンにて行いますのでご注意ください。 

 

2．会場について  

＜開会式・閉会式＞ 

 開閉会式は水紀行館で行ないます。式中の飲酒はご遠慮ください。 

 

3．水紀行館・トイレ使用について 

水紀行館は一般観光客の為の施設です。ウェットスーツのような濡れた服装での建物内への立ち入り

は禁止します。また、実際に濡れていなくても、誤解の生じる可能性のある服装での行動は慎んで下さい。 

  携帯電話の充電や、ドライヤーの使用などの行為は厳禁とします。 

また、水紀行館でのミーティングは他のお客様のご迷惑となりますのでお控えください。 

トイレは着替え、炊事、歯磨きなどの目的で使用することを禁止します。また、トイレを汚した場合には各自で清

掃を行い、常に清潔で綺麗な状態を保ってください。 

今年度も水明荘付近に仮設トイレを１つ設置します。公式練習日以外の平日などには使用できま

せん。 

 

足湯をご利用される選手の皆さまは、入る前に必ず身体の汚れをきれいに落とし、一般のお客様

をはじめ、他の利用される方々が気持ちよく利用できるように十分に配慮しながらご利用ください。

これを守っていただかないと今後利用出来なくなってしまいます。 

選手やスタッフの皆さまには、こちらでタオルを用意いたしますのでご利用ください。 

 

4．テント設営とゴミについて 

＜テント設営場所＞ 

公式練習日、公式練習日以外、大会当日、共にノルン水上スキー場の駐車場とします。水場やトイレなどはノル

ン水上スキー場駐車場にも設置されます。駐車場内のテント設営場所、車両駐車場所は実行委員会の指示に従

い、指定された場所以外にはテントを設営しないでください。 

＜ゴミ＞ 

・公式練習日、公式練習日以外、大会当日、共にゴミは、各団体が責任を持って持ち帰ってください。 

・付近のコンビニ等で処理することは禁止します。 

＜その他＞ 

・ノルン内での花火、焚火、ペグ打ちは禁止します。 

・石などを使用した場合、必ず元の場所に戻してください。 

・テント撤収の際、周囲のゴミなどを回収し、周囲を清掃してください。 

・駐車場内での事故や盗難に関して実行委員会は一切責任を負いませんので十分注意してください。 

＜トイレ＞ 

・各団体でトイレットペーパーの持参の協力をお願いします。 

・トイレを破損した場合は弁償していただきます。 
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5．水紀行館の使用について 

公式練習日・大会当日共に町営駐車場が、休憩・スタッフ待機など、練習の基点になります。駐車場所は実行委

員、若しくは管理人の指示に従ってください。 

 また大会当日の駐車に関しては、今大会は道の駅駐車場及び町営駐車場の使用を禁止致します。車両は沼田

土木事務所、教育委員会グラウンドに駐車してください。（p26参照） 

 

6．交通について 

＜水明荘付近＞ 

公式練習日の練習時間中、水明荘前付近の道路は上流方向への一方通行とします。原則とし

て駐車は禁止とします。停車する際は、必ず運転者が同乗し車を移動できる状況にあること。ボート等の装備を

積み降ろしたら速やかに車を移動させること。決して駐車場を含むホテル水明荘の敷地内に立ち入らないこと。

著しくマナーの悪いチームには、失格を含む罰則を科します。 

大会期間中、水明荘付近には車両で立ち入らず、実行委員会の用意するバス･トラックを利用

してください。観戦者が水明荘に行く場合には役場職員駐車場に車両を止め、徒歩で向かってください。 

 

＜その他の場所＞ 

・公式練習日・大会当日、車両の上に2艇以上のボートを積むことを禁止します。ボートは必ずキャリア

にロープなどで固定する事。同乗者がロープを持ったまま、車両を走行させることを禁止します。 

また、道交法に基づき、積載物の車体からのはみだしは、縦が車体の１．１倍までとなっています。それ以上の

はみ出し及び横のはみ出しは違法です。警察から注意を受けていますので各自十分に気をつけてください。 

・紅葉橋付近の駐車は禁止します。停車する際は、必ず運転者が同乗し車を移動できる状況にあること。ボ

ート等の装備を積み降ろしたら速やかに車を移動させてください。 

・水上駅付近の商店街のボートを積んでの通行は禁止します。 

・会場付近は安全運転を心がけて下さい。特にノルン駐車場からの下り坂や水上駅付近の商店街では徐

行運転をお願いします。 

 

7．コテージ予約について 

37 回大会では、ノルンスキー場のコテージ担当である星野さんにコテージを管理していただきます。コテージの

利用を希望される団体は下記にある星野さんへお問い合わせお願いいたします。その際、リバベンの選手である

こと、代表者の氏名、電話番号、宿泊人数、宿泊日程をご連絡ください。 

 ノルンスキー場コテージ担当：星野 健一様 

 電話番号：090-8846-8447 

※お問い合わせの際は、上記連絡先の携帯電話へのお問い合わせのみとなるそうなのでご了承ください。 

 

 

8．特別規定 

第37回日本リバーベンチャー選手権大会実行委員会は大会期間中を通じて、アンフェアな行為、他者に危険を

及ぼす行為、また近隣住民の安寧を著しく害する行為や行動などがあった場合には、大会参加者にペナルティの

加算、または大会への参加拒否の通告、大会中止を決定する権限を有します。理由の如何を問わず、参加費及

び保険料納入後の返金は一切行いません。大会中止の場合も、参加費及び保険料の返金は致しかねますのでご

了承ください。 
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